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貧困層の女性に対するマイクロクレジット(Microcredit：小規模金融)へのアクセスの取り
組みは、バングラデシュのグラミン銀行(Grameen Bank)において始められ、その後、貧困
の軽減と女性のエンパワーメント(empowerment)の有効なツールとしてほぼすべての開発
途上国で広く適用された。『マイクロクレジットサミット 1997』では、マイクロクレジット
が貧困撲滅の強力なツールと提唱されている一方で、マイクロクレジットがもたらす効果

の持続可能性(sustainability)という点では、欠点や批判が非常に多く報告され混乱を招い
ている。マイクロクレジットプログラムは多くの場合、外部的な要因によって、本来の持

続的な人材開発や生産性の上昇よりもむしろ、一時的な所得の上昇と消費につながってい

るという議論がある。したがって、開発問題の新しいパラダイムにおいて、さまざまなマ

イクロクレジットプログラムの成否を精査し、将来世代にも効果を発揮するだけの持続可

能性を発揮するだけのポテンシャル（potential：潜在力）を議論することは、非常に必要
性の高いテーマとなっている。持続可能性は、いわんや現在の世界では緊急を要するテー

マである。バングラデシュでも、限られた資源を最大限に活用するために、貧困軽減のア

プローチはこの持続可能性のポテンシャルという観点から統合されなければならない。 
本研究は、単に貧困層をマイクロクレジットプログラムに依存させるのではなく、彼ら

自身のポテンシャルを高めてマイクロクレジットプログラムによって引き出される効果の

持続性を確保するために、持続可能性が高いと考えられるマイクロクレジット組織に注目

している。ここではまず、広範な参考文献から抽出した基準をもとにして３つの異なるマ

イクロクレジットプログラムから引き出される効果の持続可能性のポテンシャルを比較す

る。さらに、一次・二次情報からの経験的な事実に照らして、これらのマイクロクレジッ

トプログラムから生み出される効果の持続可能性に関わる重要な問題について議論する。

マイクロクレジットプログラムの立ち上げに関連するさまざまな課題の中で、居住地と民

族性が、プログラムの便益の持続性と同時に、決定的な影響力を及ぼすことが明らかにな

る。さらに、政府、大規模ＮＧＯ（Non-Governmental Organization：非政府組織）、小規
模ＮＧＯのプログラムを比較すると、政府によるプログラムが、地域の課題に対して総合

的なアプローチであるにも関わらず経済性に問題があるために持続可能な形になっていな

いのに対して、小規模ＮＧＯによるプログラムは、焦点を多少絞ったプログラムではある

が長期的な効果を保持するだけのポテンシャルをより強く有している。本研究は、マイク



ロクレジットプログラムがその直接の支出だけでなく、社会的、経済的、制度的、環境的

な要素を強調することによって、プログラムの参加者だけではなく、将来世代も享受でき

るだけの持続可能な効果を引き出すためのポテンシャルを持つことができることを示し、

結論としている。 
 本研究は、開発途上国の貧困女性層を対象としたマイクロ・クレジットの有効性とその

持続可能性に関して、バングラデシュの事例を通じて詳細に明らかにし、その分析を通じ

て今後の政策展開のための有益な提言を行い、優れた学術的価値を有している。 
 よって本論文は博士（工学）の学位請求論文として合格と認められる。 


